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梅田哲也《分け方〉 2009年

｢年に一度の現代美術展の始まり始まり-｣と言ったところでしょう

か｡高松コンテンポラリ一･･･この余りに長いカタカナ名だけで一歩引い

てしまいそうですが､その一歩を前へ踏み出し､秘密の部屋の扉をくぐ

ると､そこは入り口から出口まで｢日日が続くアートの世界です｡

まず､ off-NlbroIE(オフ･二ブロール)､ cGを駆使した､めくるめく映

像の世界｡音と絡みながらエンドレスで変わり続ける｢ヒト｣と｢モノ｣

の形o　次に巨大なスズメパテが待ち構える奇妙な客頁の門をくぐると､作

家の肖像と髪の毛を混ぜた顔料で描かれた髪の絵､その傍には作家本人

がパフォーマンスで切り取った黒髪の束｡ ｢果たして体から離れた髪の毛

は私なのか私では無いのか?-｣素朴な疑問から始まり､自己と他者の

関係を問い続けるしぼたゆりさんの世界｡

第2室に足を踏み入れると｢あれっ?展覧会なのに工事中?-｣と見

紛うばかりの梅田哲也さんのサウンドインスタレーション｡水の音､微

かに飛び散る火花､扇風機やガラスを這う小さな昆虫のような装置の動

き､突如上下するポリタンクなど､色んなものが関係しあって起こる様々

な現象を楽しむ音のマジック｡目を閉じて耳を澄ませると､美術館とい

う生き物が呼吸をし､血液を循環させる心臓の鼓動音のように聞こえて

きます｡その隣りでは､夕焼けを見て泣きたくなった幼い頃の記憶を呼

び戻すような赤松きよさんの不思議な生き物たち-｡最後のスペースは

志賀理江子さんの円陣を組んだ写真､無遠慮に人の目を奪い､時に優しく､

時には暴力的なアプローチで人の心を揺さぶる構築された景色の輪｡輪

の中心には万力がぶら下がり､揺れながら祈りを捧げています｡

テーマは｢晴をつなぐビジョン｣ ･･時と人とアートがつながり作用し

合う現代美術の誕生を祝いますD　　　　　　　　　　　　　[池田幸子]

プラス

コレクション○

メタモルフォーゼ川!!変身アート

浅田政志〈浅田家》

高松市美術館コレクションに何らかの要素をプラスして､ユニークな

展示空間を創出する｢コレクション+(プラス)｣｡前回のテーマ｢音｣に続

き､今回のテーマは｢変身｣です｡今回､｢変身｣をめぐって当館コレクション

と競演するゲストアーティストは5人｡簡単にご紹介しましょう｡

浅田政志は､白身の家族とともに消防署員､選挙活動､ラーメン屋､泥棒

などあらゆる職業の人々に変身し､ 《浅田家》シリーズとしてその姿を写

真に収めます｡コミカルでありながらも､家族の杵の結晶とでも言うべき

｢浅田家七変化(どころか百変化?)｣を眺めていると､誰しも暖かな気分

に浸れるはず｡のびア二手は､ドラえもんの｢のび太｣への変身に特化した

アーティストo街角で悪戯っぽいパフォーマンスをして､それを映像作品

として発表します｡今年11月からはタイで開催される日本の現代アート

を紹介する展覧会｢TwISt and Shout｣に草間弥生ら大御所とともに参加し､

本展ではタイで制作した映像作品も発表予定｡糸崎公朗は､自身の芸術上

のテーマ｢非人称芸術｣の師としてリスペクトするマルセル･デュシャン

(当館コレクション)とのコラボレーションを展開o昔の高松の写真を立体

的に組合せ､私たちにタイムスリップを体験させてくれる《復元フォトモ》

も登場します｡大島よしふみは､昆虫と乗り物を組み合わせた､体全体で

楽しめる彫刻作品を制作｡今回は美術館エントランスにこの愉快な昆虫

が登場します｡あきやましんごは､美術館入口のガラス扉にペインティン

グを施し､ ｢変身ワールド｣への入口を楽しく演出します｡

美術館で｢変身アート｣を楽しんだあとは､美術館近くの丸亀町商店街

にて開催される｢ストリート的展l?メタモルフォーゼIlll!変身アート｣

(会期は当館と同じ｡詳しくはHP http://wwwart-oldnewJP )にて､もうひと

つの｢変身アート｣展をお楽しみください｡

[高松市美術館学芸員牧野裕二]
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8/8.9 � 倡�,h.�,ﾈ4�6x8ｨ4u��.23rピお水⊥ル.カメ享で見る世界の夢J(講師 劔写真家.岡崎絵美氏)アシスタント 

10′3 ������犬島.直島研修旅行 

10/10 � 倡�,h.�,ﾈ4�6x8ｨ4wf�ﾂ�25r盲のオブジェをつくる-ひとつの中のふたつ､ふ力 劔の間のひとつ｣(講師:美術家.金釈健-氏)アシスタント 

10′18 滅ｦﾂ�パパとキッズのア-トプログラムpart2世界でたったひとつのかたもwithノツポさん(講師:ノツポさん他)アシスタント 

※ギャラリートークは会期中の日曜･祝日､各午前･午後に開催

塩江美術館での｢お花見アート｣
も今回で2度目､2年目になりました　(昨春開催の前回の模様はしびのーと1 8号でどうぞ)｡桜は残念ながらかなり散っていましたが､それでも気持ちの良い春｡今回はピンホールカメラで塩江を写そうという企画です｡ピンホールカメラも自分で作ります｡このカメラは箱の形や､光の箱に入る時間の長さによっていろいろな写真が出来上がります｡写真家の高橋章先生の指導で､それぞれ持ってきた空箱でマイカメラを製作｡塩江の風景を撮影した後は､現像も自分でします｡なんと美術館のトイレが暗室になっていました｡前日にトイレを封鎖して準備したそうです｡印画紙セット↓撮影↓現像の手順を覚えた子どもたちは何度やっても楽しそうでしたoお弁当持参で､本当にお花見気分で過ごした1日でした｡[三好ひさこ]

お客様の真剣さ､興味の深さに緊張しました｡通常は常設展に使用されている部屋も使い､会期を前期と後期に分けて作品を一部入れ替えて展示するという大きなスケールの特別展となり､私自身これまでにない緊張とギャラリートークの楽しさ､日本の美しきを実感した展覧会となりました｡
この展覧会では､大きな作品が

多数展示されていましたが､その中でもひときわ大きく見事だったのが､金地に黒と白の牡丹を描いた《牡丹》という金屑風です｡加山は黒い牡丹を墨牡丹と表現し､非常に魅力を感じていたそうです｡実物の黒牡丹は光の具合で見た感じが変化しますが'加山の墨牡丹と比べてみるのも面白いかもしれませんD　　　　　[石床亜希]

当初｢本当に加山又造展がこの
高松市美術館で?｣との声があがるほど､加山又造展の開催は､私たちシヴイにとっても驚きでした｡本居は､加山又造没後5年を機に開催された没後初めての回顧展｡しかも､東京の国立新美術館と高松市美術館の2会場のみの開催とあって､来場者数､約2万4千人とその反響ぶりは大変なものでした｡

また､ギャラリートークでは今
まで経験した事のないお客様の多きにも驚きましたが､それ以上に

油絵に比べると､あっさりとし

た平坦な画面､だと思いがちな日本画ですが､加山又造の描く日本画からは､油絵に負けない重厚さを感じます｡加山が用いる手法の一つが｢もみ紙｣だということで､
挑戦してみました｡まず､和紙をしわくちゃに丸めて操んで､細かい折り傷をつけます｡それを濃いめに溶いたアクリル絵具に浸すと､しわのおり目に色が入りしわで凹凸になった和紙に不規則な網目模様が現れます｡これがもみ紙｡達人の用いる手法はまるでマジックのようで､たちまち立体的で神秘的な画面が生まれました｡もみ紙を台紙に貼り､絵を描いたり､金紙をはったりして､作品を作り､消しゴムを彫って作った落款を押すと､又造先生も驚く?見事な､もみ紙の日本画が完成したというわけです｡皆さん上出来でしたよ｡　　　　　[石原ミ工子]

初めて出会ったオスカール作品

は､《ガーデニング　(マンハッタン)》でした｡ひとめ見て最初の印象は｢きれい--･]'そう｢･･･｣が付くのです｡まるで､水に浮いている花のような､二ユーヨークの摩天楼が水の中に沈んでしまったような､あるいは､空の上から眼下に広がる巨大都市を見下ろしているような-緯震だけれど緒麗で終わらない何か､その怪しい魅力にとり漬かれましたo何か訳の分からない､説明のできない美しさ､それを､作者のオスカールさんご自身がギャラリートークで丁寧に紐解いて下さり､スーツと疑問が解かれ私の一番のお気に入り作品となりました｡他の作品も同じように､ご本人が謎解きを伝授して下さり､まるで絵本を読み解くように､何時間でも作品の隅々まで楽しむことが出来る'格別の展覧会でした｡トークでは､オスカールさんがして下さったように､出来るだけ作家本人の言葉を忠実に伝えるよう心がけました｡

[池田幸子]

8月1日土曜日､第1回｢美術
館の日｣イベントが開催されました｡高松市美術館が1988年8月6日に開館したことから毎年8月の第1土曜日を市民の皆さんに美術館に親しんでいただく｢美術館の日｣　と制定したもので､当日は展覧会がすべて無料解放され､多くの方々にご来館いただきました｡体験型イベント｢ふらっとアート｣　では､文字通りふらっと美術館にやって来た方が気軽にアートに親しんでいただけるよう工作体



験コーナーを設け､皆さん試行錯誤しっつも楽しそうに制作されていました｡また少々マニアックなクイズ(これが解ければ市美術館通)､心癒されるミニコンサートなど､子供から大人まで楽しめるイベントで美術館は大賑わい-美術館の楽しさ･面白さを味わっていただけたことでしょう｡これからもWe一cometothemuseum!来年のイベントもお楽しみに!

[木村真由美]

というところでしょうか?ともかく360度映画のセットのような風景の中で充分アートを満喫したオトナの遠足でした｡[大洋宏敏]

1 0月3日シヴイの研修旅行があ

りました｡前半は直島での自由鑑賞で､メンバーはそれぞれお目当ての展覧会場に足を運びます｡私は大竹伸朗プロデュース｢直島銭渇-▼湯｣　の一番風呂に入りました｡外観も内装も､まさにシンロー･ワールド!お風呂でほっこりしながらも賑やかなオブジェの数々､多彩な仕掛けを楽しませていただきました｡後半は全員で岡山県の｢犬島アートプロジェクト精錬所｣を体験してきました｡犬島では百年前に稼動していた銅の精錬所跡地を芸術作品として再生し､一般公開しています｡

そこは完全マニュアル化された
見学コースの世界で､ガイドの淀みないトークに促され一行は進みます｡そんなシステムに新鮮さを感じる者､ガイドのトークを検証し自らと比較する者､シヴイにとって様々な糧となる半日となりましたo筆者個人の意見としては､かつて賑わっていた頃の精錬所の復元模型やパース等も見てみたい気がしますが､建築家･三分一(ざんぶいち)　博志､アーティスト･柳幸典､両名のコラボで現代アートとして蘇った今､それも｢蛇足｣

昨年の｢コレクション+(プラ

ス)　ひびきあう音色形｣　にも出品されていた､金沢健一きんのワークショップo今回は､長さ3 0mほどの鉄の角材を､金沢さんの補助で､参加した方一人ひとりが自らバーナーを手に､2つに分割｡紐を通すと､2つの鉄の棒が重なる音を楽しむ､音のオブジェの完成です｡同じ太さの鉄の棒ですから､短い棒からは高い書が､長い棒からは低い音が生まれます｡その事を､金沢さんは｢音は目に見える｣といわれており､ワークショップの後半は｢音を見る･形を聞く｣レッスンのひと時となりました｡オブジェをひとつずつ長さの順に並べ､参加した皆さんが手に持ち､音を鳴らす｡高い吉から低い書へ｡低い音から高い音へ｡同じテンポで金属の澄んだ音が響きます｡金沢さんの作品､舌のかけらとのコラボレーションやゲームの時間もあり､音の溢れる暮らしのなかで､静かにひとつの音に耳を傾け､それを感じる､量重な時間となりました｡　　　　　　　[前田裕実]

んを迎えてのワークショップは､盛りだくさんな内容-･メインは､等身大の分身を作って好きなポーズをとるプログラム｡大きな紙にお互いの姿を写し取る作業では､かっこいい服をお父さんに着せようとハートや星のついたカラフルな服を一生懸命描く子ども達の姿が見られ､お父さんからは｢細く描いてよ｣というリクエストの声も聞こえていました｡次々と出来上がった作品が並ぶと､お父さんが子どもを抱きかかえたり､一眉ぐるましたり､それぞれに世界でたった-つの親子のかたちがずらり｡協力して作品を作り上げて､親子の縛はますます深まったようで､｢今日は遊んでくれてありがとう｡｣　｢どういたしまして｡また遊ぼうな｡｣と言い合う姿に胸がじーんと熱くなりました｡子ども達にとってもお父さん達にとっても特別な思い出になったのではないでしょうか｡　　　[遠山直子]

(参考)ポール.セザンヌ《りんごとオレンジ》 1895-1900年
73×92cm　オルセー美術館蔵

森村泰昌《批評とその愛人》 1989年

898×1085cm　高松市美術館蔵

よくわからなかった｡この絵には食欲をそそる感じがしない｡でもまずくて食べられ

ないか､というとそうでもない｡そこで､食べ物に例えたら何だろうと考えていると､

ちょっと分かった気がした｡物に例えたらと考えてわかった気がした｡｣ (ちくま学芸

文庫『超･美術鑑賞術/お金をめぐる芸術の話』より)

セザンヌの絵の中にある渋味や苦味が味わえるのが大人になったということなので

しょう｡皆さんは､この森村のりんご､食べたいと思いますか?一体どんな味がする

のでしょうね｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【植松紀子】

かつてのNHK教育テレビ　｢で

きるかな｣　でおなじみのノツポさ

リンゴかと思ったら､えっ!人の顔だ｡あっちも､こっ

ちも-みな同じ顔｡

作品のタイトルは｢批評とその愛人｣ -なんとも変

わった題ですね｡でも見たことのある絵だと思いませ

んか?そうです､この絵はセザンヌの代表作｢りんご

とオレンジ｣ (オルセー美術館蔵)を基にしたものなの

です｡構図や対象の捉え方などの点で､きわめて高い

完成度を示すといわれる､静物画の名作です｡この傑

作を､こんな風に変身させたのは､ど存知､森村泰昌

ですo以前､このしびの-と5号でもど紹介した､ 《肖

像(ヴァン･ゴッホ)》の作者です｡

森村は､自ら｢自分はなんにでもなれる｣と豪語し､

ある時は映画女優に､又ある時は名画の中の人物にな

りすまし､果ては､この絵の様な静物にまで変身して

みせるユニークな作品を発表し続けています｡森村は､

｢ぼくにとってセルフポートレイトとは､自分の持つ多

様な可能性を探り当てることでもある｣と述べていま

す｡

ところで､このセザンヌの絵を森村は｢薬膳料理｣

に例えています｡薬草や漢方薬などが入った､渋味や

苦味がある料理のことです｡ ｢今まで､セザンヌの絵が
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の生い立ちや作品についでお話くださいました○ここではその模様を一部割愛してご紹介します○ 【高地市美術館学芸員牧野裕二書超し=高松帯美術館藤本童子】 
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学校のときく

イラスト描いたリ

25歳くらいのときに

は建築を出ていて､

よかったので､すく

どうやって家つくる

ろうと患って

ちょっとこれ

喚ぐとコーヒー

ヒーかとい

けど､画材

ど､苦の人【

色を出していっ

●二ュ-ヨークへ

もいいけど､

が日本の総理

巨大な出来事が
1というのはよく

なタコに食べられそう

か1 2歳のときに漫画家

たことがあ

マンガを措かずに､

いって言われた

っかり描くというか
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